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1．目的・背景 

  図書館ガチャ企画は、読んだことのない小説と出会う機会をつくり、学生の図書館利用のきっかけにしてもらいたいと

考え、実施した。メンバーが作製した 2 台のガチャ機には「オススメのミステリー」と「オススメのファンタジー」をテーマに

本を選んでおり、利用者には自らの気になった方を利用してもらう。ガチャ機に入れる本の内容は C3 メンバーへのアン

ケートによって募集した。また、前回の図書館ガチャの振り返りより、本企画の実施日を大学の行事等を考慮して、大学

の休みの日が少ない 2週間に設定した。これにより図書館ガチャのさらなる利用推進を目的とした。 

2．実施日時、場所 

実施日時…13日間 6月 12日(月)12:30～6月 26日(月)12:00  

場所…図書館ベストセラー棚前 

対象者…学内者のみ（理由:学生の利用促進に繋げたい企画のため、対象者を学内者のみとした。） 

3．活動内容 

準備冊数…30冊（ミステリー15冊 ファンタジー15冊） 

追加冊数…19冊（ミステリー19冊 ファンタジー0冊） 

C３参加者…13名 

5月 31日、6月 1日の 2日間で梅雨をテーマに折り紙で装飾品を作成した。 

また、ポスターや利用方法の掲示、ラインナップ等は、1週間を期限に分担して作成した。 

 

4．成果 

利用回数…28回（ミステリー22回 ファンタジー6回） 

実際の貸出冊数…25冊（ミステリー20冊 ファンタジー5冊） 

回収したアンケート…10枚（2023年 7月 11日時点） 

前回の貸出冊数から 9冊増えた。貸出冊数が増えた要因として大学の休みの日が少ない 2週間に本企画を実

施したことが考えられる。特に「オススメのミステリー」の貸出が多く、さらに 19冊追加した。アンケートで

は「次もまた楽しみにしています。」や「映画は見たが、原作は読んでいなかったので読むきっかけになった。」

といった感想をいただいた。 

5．所感 

今回の図書館ガチャ企画は 1年次生を中心に行い、私自身も慣れないことが多く、予定通りにいかないこと

もあったが、後輩や友人、職員さんの協力もあり無事終えることが出来た。この場をお借りしてお礼申し上げ

ます。 
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